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1.要求事項

特定機器の設計の型式証明申請において、兼用キャスクの材料・構造健全性(長期健全性)に

関tる要求事項は、以下のとおりである。

(1)設置許可基準規則要求事項

0.設置許可基準規則第 16条第2項一号ハ

・燃料体等が臨界に達するおそれがないものとすること。

b 設置許可基準規則第16条第4項一号

・使用済燃料からの放射線に対して適切な遮蔽能力を有するものとすること。

C 設置許可基準規則第16条第4項二号

・使用済燃料の崩壊熱を適切に除去することができるものとすること。

d 設置許可基準規則第16条第4項三号

使用済燃料が内包する放射性物質を適切に閉じ込めることができ、かつ、その機能を適切

に監視することができるものとすること。

e 設置許可基準規則解釈別記4第16条5項

・第16条第2項第1号ハ及び同条第4項各号を満たすため、兼用キャスクは、当該兼用キ

ヤスクを構成する部材及び使用済燃料の経年変化を考慮した上で、使用済燃料の健全性を

確保する設計とすること。ここで、「兼用キャスクを構成する部材及び使用済燃料の経年変

化を考慮した上で、使用済燃料の健全性を確保する設計」とは、以下を満たす設計をいう。

・設計貯蔵期間を明確にしているとと。

・設計貯蔵期間中の温度、放射線等の環境条件下での経年変化を考慮した材料及び構造で

あること。
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(2)原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査

ガイド確認事項

「4.自然現象等に対する兼用キャスクの設計

に記載されている。

【審査における確認事項】

設計貯蔵期間中の温度、放射線等の環境及び当該環境下での兼用キャスクの経年変化

に対して十分な信頼性を有する材料及び構造であること。また、貯蔵建屋を設置しな

い場合は、雨水等により兼用キャスクの安全機能が喪失しないよう対策が講じられて

いること。輸送荷姿等の緩衝体を装着した状態で貯蔵を行う場合は、緩衝体の経年変

化についても考慮していること。

師寉認内容】

(D 安全機能を維持する上で重要な兼用キャスクの構成部材は、兼用キャスクの最低

使用温度における低温脆性を考慮したものであること。また、設計貯蔵期間中の温

度、放射線等の環境及び当該環境下での腐食、クリープ、応力腐食割れ等の経年変

化の影響を、設計入力値(例えば、寸法、形状、強度及び材料物性値)又は設計基

準値の算定に際し考慮していること。さらに、必要に応じて防食措置等が講じられ

ていること。

(2)兼用キャスク内部の不1舌性環境を維持し、温度を制限される範囲に収めるととに

より、兼用キャスクに収納される使用済燃料の経年変化を低減又は防止する設計で

あること。

4,5 材料・構造健全性」には、以下のよう
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2.要求事項への適合性

審査ガイドでは、兼用キャスクの有する安全機能(臨界防止機能、遮蔽機能、除熱機能及び閉

じ込め機能)に係る設計の基本方針の妥当性を確認することが定められており、兼用キャスクの

材料・構造健全性については、以下のとおり審査ガイドの確認内容に適合している。

〔確認内容〕

(1)安全機能を維持する上で重要な兼用キャスクの構成部材は、兼用キャスクの最低使用

温度における低温脆性を考慮したものであること。また、設計貯蔵期間中の温度、放射

線等の環境及び当該環境下での腐食、クリープ、応力腐食割れ等の経年変化の影響を、

設計入力値(例えば、寸法、形状、強度及び材料物性値)又は設計基準値の算定に際し

考慮していること。さらに、必要に応じて防食措置等が講じられていること。

(2)兼用キャスク内部の不活性環境を維持し、温度を制限される範囲に収めることにより、

兼用キャスクに収納される使用済燃料の経年変化を低減又は防止する設計であること。

MSF-24P型は、主要な構成部材について、設計貯蔵期間(60年)中の温度、放射線等の環、

境及びその環境下での腐食等の経年変化に対して信頼性を有する材料(第1表)及び構造と

し、 MSF-2Ⅱ型の最低使用温度における低温靭性を考慮した上で、使用済燃料の健全性を維

持する設計とする。

また、 MSF-24P 型は、キャスク本体内面、バスケット及び使用済燃料の腐食等を防止する

ために、使用済燃料収納時にその内部空間を真空乾燥し、使用済燃料を不活性ガスであるへ

リウムとともに封入して貯蔵する設計とする。さらに、キャスク本体及び蓋部表面の必要な

箇所には、塗装等による防錆処理を講ずる。

設計貯蔵期間中の温度、放射線等の環境及び当該環境下での腐食、クリープ、応力腐食割

れ等の経年変化要因に対する影響について、第2表から第4表に示すMSF-24P型の構成部材

の温度及び放射線照射量を条件として、文献及び試験データに基づき評価した。 MSF-2Ⅱ型

の主要な構成部材及び使用済燃料(燃料被覆管)の評価結果を第4表に示す。評価結果より、

経年変化要因に対して、主要な構成部材の経年変化を考慮した上で、使用済燃料の健全性が

維持されることを確認した。
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キャスク本体

胴

外筒

底部中性子遮蔽材カバー

下部端板

トラニオン

イ云熱フィン

中性子遮蔽材(底部、倶倍円

構成部材

第 1表 MSF-24P型の主要な構成部材の材質

バスケット

バスケットプレート

中性子吸収材

炭素鋼(GLFD
(注2)炭素鋼(SGV480)
(注3)ステンレス鋼(SUS304)
(注3)ステンレス鋼(SUS304)

析出硬化系ステンレス鋼(SUS卵の

銅(CI02の

レジン(エポキシ系樹脂)

一次蓋

蓋部中性子遮蔽材カバー

一次蓋

貯蔵用三次蓋

一次蓋ボノレト

二次蓋ボルト

貯蔵用三次蓋ボルト

中性子遮蔽材(蓋音の

金属ガスケット

部

材質

(注1)

アノレミニウム合金(MB-A3004-HH2)

ほう素添加アルミニウム合金

(注 5 )

貯蔵用緩衝体

4

緩衝材

カバープレート・りフ

貯蔵用緩衝体ボルト

を、また、その他の表

炭素鋼(GLFD
(注4)炭素鋼(SGV480)
(庄4)炭素鋼(GLFI)

ステンレス鋼(SUS304)

ツケルクロムモリブデン鋼(SNB23-3)

ツケルクロムモリブデン鋼(SNB23-3)

ツケルクロムモリブデン鋼(SNB23-3)

レジン(エポキシ系樹脂)

ニッケノレ基合金/アノレミニウム

(注1)胴の表面のうち、一次蓋、二次蓋及び貯蔵用三次蓋との接触面は

(注3)

(注 2 )

(注 3 )

を、胴内面に1

触れる部分については、塗装を施す。

外筒の外表面には、塗装を施す。

底部中性子遮蔽材カバー、下部端板及びトラニオンの外表面には、使用環境を考慮

し、必要に応じ防錆措置を施す。

(注4)一次蓋及び二次蓋のうち、胴との接触面は

面には、メッキを施す。また、蓋部中性子遮蔽材カバーの外表面にはメッキを施す。

(注5)一次蓋ボルト、二次蓋ボルト、貯蔵用三次蓋ボルト及び貯蔵用緩衝体ボルトの表面に

は、メッキを施す。

(注4)

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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木材(オーク材・米スキ材・バノレサ材)

ステンレス鋼

ツケルクロムモリブデン鋼(SNB23-3)
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第2表 MSF-2Ⅱ型の主要な構成部材及び使用済燃料の温度条件(最高温度)

胴

外筒

底部中性子遮蔽材カバー

部材

下部端板

トラニオン

イ云熱フィン

中性子遮蔽材(蓋部、底部、倶倍円

MSF-

24P 型

バスケットプレート

中性子吸収材

一次蓋

最高温度

蓋部中性子遮蔽材カバー

二次蓋

(注 1)

貯蔵用三次蓋

140

一次蓋ボノレト

(゜C)

120

二次蓋ボルト

125

貯蔵用三次蓋ボルト

120

金属ガスケット

125

緩衝材

120

カバープレート・りフ

使用済燃料(燃料被覆管)

135

貯蔵用緩衝体ボルト

(注 D 仕様上の最大崩壊熱量 15.8kW を上回る設計崩壊熱量 18.1kW を適用した除

熱解析により得られた温度(設計温度)である。本温度は、屋外貯蔵時及

び貯蔵建屋内貯蔵時を包絡する温度設定としている(補足説明資料 16-4

「除熱機能に関する説明資料(L5-95JY213)」参照)。

185

185

115

115

110

110

115

110
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第3表 MSF-24P 型の緩徑井れ品度条件

MSF-

24P 型

部材

緩衝材
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第4表 MSF-2Ⅱ型の主要な構成部材及び使用済燃料の放射線照射量

胴

部材

外筒

底部中性子遮蔽材カバー及び下部端板

MSF-

24P 型

トラニオン

イ云熱フィン

中性子遮蔽材(蓋部、底部、倶倍D

バスケットプレート及び中性子吸収材

中性子照射量

(注 1)(n/cmり

芸立5 (注 3)

使用済燃料(燃料被覆管)

貯蔵用緩衝体唯り

6.9 × 10H

9

(注 D 遮蔽解析結果(補足説明資料 16-3 「遮蔽機能に関する説明資料(L5一鮖JY212)」

参照)から得られた貯蔵初期の中性子束が減衰せず設計貯蔵期間(60年間)中一定で

あると仮定して算出した設計貯蔵期問中の累積値。

(注2)トラニオンの中陛子照射量は保守的に胴の値と同じとした。

(注3)一次蓋、蓋部中性子遮蔽材カバー、二次蓋、貯蔵用三次蓋、一次蓋ボルト、二次蓋

ボルト、貯蔵用三次蓋ボルト及び金属ガスケットを含む。

(注4)緩衝材、カバープレート・りブ及び緩衝体ボルトを含む。

3.フ× 10】2

8.4× 1013

6.9 × 10H (注 2)

1.6 × 10H

1.6× 1014

1.5 × 1015

2.5 × 10M

9.8×10]2

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社
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部材及び材質

胴、外筒(内面)、
一次蓋、蓋部中性子
遮蔽材カバー、二次
(内面)、一次蓋
ボルト

【材質】
炭素鋼
;ニッケノレクロム

モリブデン鋼

要因

●構造強度
腐食による構造強度の低下

腐食

主な評価の観点

外筒(外面)、二次
(外面)、二次蓋
ボルト、貯蔵用三次
蓋ボルト、貯蔵用緩
衝体ボルト
【材質】
炭素鋼
ニッケノレクロム

モリブデン鋼

熱

●構造強度
熱によるき裂・破損

第4表 MSF-24P型の主要な構成部材及び使用済燃料の経年変化に対する評価について(V4)

照射
●構造強度
照射による機械的特性の変化

貯蔵用三次蓋、
底部中性子遮蔽材
カバー、下部端板、
トラニオン、カバー

プレート・りブ
【材質】
ステンレス金司
析出硬化系ステ
ンレス金司

腐食

1%燃料破損相当の燃料棒内ガス中のヨウ素ガスを含む実機模擬環境
における、鉄系材料の最大腐食速度により、60年間の腐食量を推定
しても 0.5mm程度①。

●構造強度
腐食による構造強度の低下

各部材の材質に対する経年変化に係わるデータ

熱

●構造強度
熱によるき裂・破損

照射

・金属キャスク構造規格②(設計・建設規格(2007年追補版)③適用)
では、-30゜Cから 350゜Cまでの設計用強度・物性値が規定されている。
・クリープによる変形を考慮すべき温度(融点[絶対温度]のν3 に相
当)は糸勺 300゜C④G)。
・-20゜Cにおいて低温脆性破壊のおそれはない⑥。

●構造強度
照射による機械的特性の変化
●構造強度
腐食による構造強度の低下

腐食

・中性子照射量が 10玲n/0がまでは、顕著な機械的特性変化は認めら
れない⑦。

伝熱フィン
【材質】
銅

防錆効果を考慮せず炭素鋼の全面腐食を仮定して算出したところ、
6mm程度(60年間X腐食進展速度0.1m/年⑧)。

●構造強度
熱によるき裂・破損

熱

金属キャスク構造規格②(設計・建設規格(2007年追楠版)③適用)
では、-30゜Cから 350゜Cまでの設計用強度・物性値が規定されている。
クリープによる変形を考慮すべき温度(融点[絶対温度]のν3 に相
当)は約 300゜C④G)。
-20゜Cにおいて低温脆性破壊のおそれはない⑥。

照射

・中性子照射量が 10那n/om.までは、顕著な機械的特性変化は認めら
れなし、(フ)。

●構造強度
照射による機械的特性の変化

・0,2%耐力相当の応力を負荷した条件における海浜環境での長期曝
露試験において、応力腐食割れは認められない⑨。

腐食

●除熱機能
腐食によるき裂

使用環境
・へりウム雰囲気
・中性子遮蔽材と接触

設計条件

熱

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

●除熱機能
熱によるき裂・破損

・金属キャスク構造規格②(設計・建設規格(2007年追補版)③適用)
では、-30゜Cから 350゜C又は 425゜Cまでの設計用強度・物性値が規定
されている。
・クリープによる変形を考慮すべき温度(融点畔色対温度]のν3 に相
当)は糸勺 280゜C④。
・-20゜Cにおいて低温脆性破壊のおそれはない⑥。

照射

破損

●除熱機能
照射によるき裂

使用環境温度
-20゜C~140゜C

・胴(内面)、一次蓋、蓋部中性子遮蔽材カバー(外面)、二次蓋
(内面)及び一次蓋ボルトは、不活性雰囲気が維持される限り、
腐食しない。仮に1%燃料破損相当の燃料棒内ガスの存在を考慮
しても、胴(内面)の腐食による構造強度への影響はない。
■伺(外面)、外筒(内面)及び蓋部中性子遮蔽材カバー(内面)は、
中性子遮蔽材と接しており、中性子遮蔽材の熱劣化により水が
生じるが、酸化鉄の生成により酸素の拡散障壁が形成されるこ
と、及び中性子遮蔽材充填空問は閉鎖環境にあり、酸素が連続
的に供給されないため腐食による構造強度への影響はない。

・中性子照射量が 10nn/om.までは、顕著な機械的特性変化は認めら
れない(10)

・胴(炭素鋼)一外筒(炭素鋼)の閉鎖環境であり、銅の電極電位は
鉄に比べて高く、イオン化傾向の低い金属である繊)ため、銅は腐
食しない。
・密閉静止した淡水環境における銅が接続された鋼の腐食試験におい
て、腐食速度は鋼単体の場合と同程度⑫。

中性子照射量
1015n/cm2 以下

使用環境
外気(海塩粒子雰囲
気)、結露水

破損

設計用強度・物性値が規定されており、熱により亀裂・破損する
とはない温度範囲で使用するため、構造強度への影響はない。こ

使用環境温度
-20゜C~120゜C

設計用強度・物性値が規定されており、熱により亀裂・破損する
とはない温度範囲で使用するため、除熱機能への影響はない。こ

日本産業規格(JIS)では一30゜Cから 200゜Cまでの設計用強度
値が規定されている⑬。
-20゜Cにおいて低温脆性破壊のおそれはない⑥。

評価

・中性子照射量が 10Mn/Cが程度までは、顕著な機械的特性変化は認め
られない(H)。

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、
構造強度への影響はない。

中性子照射量
1015n/cm2 以下

外筒(外面)、二次蓋(外面)、二次蓋ボルト、貯蔵用三次蓋ボル
ト及び貯蔵用緩衝体ボルトは防錆処理により腐食しない。

使用環境
・外気(海塩粒子雰囲
気)、結露水
・中性子遮蔽材と接触

設計用強度・物性値が規定されており、熱により亀裂・破損する
とはない温度範囲で使用するため、構造強度への影響はない。こ

10

使用環境温度
-20゜C~125゜C

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、
構造強度への影響はない。
実機より厳しい使用環境(応力及び雰囲気)においても応力腐食
割れは発生せず、腐食による構造強度への影響はない。
底部中性子遮蔽材カバー、下部端板及びトラニオンの内面は中
性子遮蔽材と接しており、中性子遮蔽材の熱劣化により水が生
じるが、ステンレス鋼は耐食性に優れていることに加え、中性
子遮蔽材充填空間は閉鎖環境にあり、酸素が連続的に供給され
ないため腐食による構造強度への影響はない。

中性子照射量
10Mn/cm2 以下
使用環境
・胴と外筒間の閉鎖環
境
・中性子遮蔽材と接触

設計用強度・物性値が規定されており、熱により亀裂・破損する
とはない温度範囲で使用するため、構造強度への影響はない。こ

物性

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、除
熱機能への影響はない。
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使用環境温度
-20゜C~120゜C

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、
構造強度への影響はない。

中性子照射量
1015n/cm2 以下

銅に比べて鉄はイオン化傾向の高い金属であり、炭素鋼が選択的
に腐食されることから、伝熱フィンがき裂・破損することはない。
また、中性子遮蔽材の熱劣化により水が生じるが、中陛子遮蔽材
充填空間は閉鎖環境にあり、酸素が連続的に供給されないため、
伝熱フィンと胴及び外筒との接合部において異種金属接触による
腐食促進の影響は小さく、除熱機能への影響はない。



バスケットプレー

ト

【材質】

ミニアノレ

金

部材及び材質 要因

ウム合

腐食

●構造強度

腐食による構造強度の低下

主な評価の観点

●構造強度

熱によるき裂

中性子吸収材

【材質】

ほう素添加

熱

第4表 MSF-24P型の主要な構成部材及び使用済燃料の経年変化に対する評価について(2/4)

破損

使用済燃料収納時における使用済燃料プール水(ほう酸水)による腐

食量は0.127血/年以下⑮。

金属キャスク内部に残留する酸素量が全てバスケットの腐食に費や

されたとして評価しても、腐食量は1μm以下①。

R買射

各部材の材質に対する経年変化に係わるデータ

●構造強度

照射による機械的特性の変化

・バスケットプレートに用いるアノレミニウム合金は一40゜Cから 250゜Cま

での温度において、設計貯蔵期間中の熱による材料特性変化を考慮

した材料特性試験データに基づき設計用強度・物性値を設定⑯⑰。
・バスケットプレートに用いるアノレミニウム合金は、クリープひずみ

が0.1%から 1.0%程度の範囲において、クリープひずみが材料の機械

的特性に影響を与えることはない①。

・設計貯蔵期間経過後のクリープひずみが 0,1%となるためには

10Mpa 以上の応力が必要⑮であるが、貯蔵中にバスケットプレー

トに発生する応力は nlpa以下。

・初期材及び設計貯蔵期問中の熱による材料変化を芳慮した材料に

おいても、-40゜Cにおいて低温脆性破壊のおそれはない⑮。

●臨界防止機能

腐食による臨界防止機能の低

下
腐食

中性子遮蔽材

【材質】

エポキシ樹脂

熱

●臨界防止機能

熱による臨界防止機能の低下

§弓射

●臨界防止機能

中性子照射による臨界防止機

能の低下

中性子照射量が 10巧n/om.までは、顕著な機械的特性変化は認められ
(18)(19)なし、

劃、

・中性子吸収材内に存在する炭化ほう素は耐化学薬品性も大きいこと

から酸・アノレカリに侵されることはない⑳。
・使用済燃料収納時における使用済燃料プール水(ほう酸水)による腐

食量は0.127血/年以下⑮。
・金属キャスク内部に残留する酸素量が全てバスケットの腐食に費や

されたとして評価しても、腐食量は1μm以下①。

J、、、

●遮蔽機能

重量減少の有無

腐食

照射

●遮蔽機能

重量減少の有無

・中性子吸収材内に存在する炭化ほう素の融点は約2350゜Cであり、熱

に対して安定性を有している⑳

・アノレミニウム及びアノレミニウム合金の融点は約 600゜Cである⑮。

使用環境

へりウム雰囲気

設計条件

・WB の設計貯蔵期問(60年問)中の減損割合は、保守的に全中性

子束を用いて評価しても 10、'程度。

・中性子照射量が10Mn/0がまでは、顕著な機械的特性変化は認められ

なし、(18×19)

使用環境温度

-20゜C~185゜C以下

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

・(独)原子力安全基盤機構「平成14年度りサイクル燃料資源貯蔵

技術調査等(金属キャスク貯蔵技術確証試験)報告書」⑳に記載
されているデータ及び熱解析結果に基づき、熱による設計貯蔵期

間経過後の中性子遮蔽材の質量減損率は、1.眺と評価偶1俳氏1参

照)。

不活性雰囲気が維持される限り、腐食しない。なお、使用済燃料

収納時に使用済燃料プール水中に置かれる期間は最大でも数日

程度であり腐食による構造強度への影響はない。

中性子照射後(10巧n/omりの耐熱試験結果によれぱ、照射による

質量減損は認められないω⑳。

設計用強度・物性値が規定されており、熱により亀裂・破損する

ことはない温度範囲で使用するため、構造強度への影響はない。

中性子照射量

1016n/cm2 以下

使用環境

へりウム雰囲気

評価

使用環境温度

-20~185゜C以下

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、

構造強度への影響はない。

不活性雰囲気が維持される限り、腐食しない。なお、使用済燃料

プール水中に置かれる期問は最大でも数日程度であり、腐食によ

る臨界防止機能への影響はない。

中性子照射量

10Mn/cm2以下

使用環境温度

-20~135゜C以下

使用環境

閉鎖環境

使用環境温度は、印0゜Cよりも十分低く、臨界防止機能への影饗

はない。

WB の減損割合は無視でき、また、中性子照射量は、機械的特性に

変化が認められる値以下であり、臨界防止機能への影響はない。

中性子照射量

1015n/cm2 以下

遮蔽設計では、設計貯蔵期間及び使用環境温度を考慮した質量減

損率(1.9%)を評価したうえで、これに余裕を加えて 2.5%の質量

減損があるとして、中性子遮蔽材の原子個数密度を保守的に設定

し、遮蔽機能への影響を考慮している。

9

中性子照射量は、質量減損が認められない条件以下であり、遮蔽

機能への影響はない。
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金属ガスケット

【材質】

ニッケノレ基合金

アノレミニウム

部材及び材質 要因

●閉じ込め機能

腐食による閉じ込め機能の低

下
腐食

主な評価の観点

●閉じ込め機能

熱による閉じ込め機能の低下

緩衝材

【材質】

木材

(オーク材、米ス

ギ材、バノレサ材)

剰、
"、、、

第4表 MSF-24P型の主要な構成部材及び使用済燃料の経年変化に対する評価について(3/4)

§弓射

蓋部縮小モデルにおける約3年間の塩水噴霧試験では、漏えい率

に変化はない⑳。

●閉じ込め機能

照射による機械的特性の変化

各部材の材質に対する経年変化に係わるデータ

腐食

●緩衝性能

腐食による緩征什生能の低下

・初期の閉じ込め機能(1×10、如Pa・mv.)を保持できる限界ラーソ

ン・ミラー・パラメータ(LMP)は約 11.O×1ぴ(150゜Cで 100年

以上閉じ込め機能を維持可能に相当)⑳。
・長期密封性能試験において 130~140゜C (19年以上)で閉じ込め性

能維持した囲。設計貯蔵期間を印年とした場合に長期密封性能
試験と同じLMP となる金属ガスケットの初期温度は134゜Cであり、

この温度以下とすれぱ閉じ込め機能は維持される(詞。

●緩衝性能

熱による緩衝性能の低下

熱

・ニッケル基合金は中性子照射量が 10幻n/om.程度までは顕著な機械

的特性変化は認められない(狗。
・アノレミニウムは中性子照射量が 10四n/om'程度以下では、顕著な機

械的特性変化は認められない囲。

照射

●緩衝性能

照射による緩衝什生能の低下

使用環境

一次蓋、二次蓋内側

へりウム雰囲気

三次蓋外側

外気(海塩粒子雰

囲気)、結露水

設計条件

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

使用環境温度

-20゜C~H5゜C以下

一次蓋及び二次蓋の金属ガスケット内側は、不活性雰囲気が維持

される限り、腐食しない。二次蓋の金属ガスケット外側は、実機
の使用環境より厳しい塩水噴霧環境においても漏えい率に変化
はなく、閉じ込め機能への影響はない。

中性子照射量

10巧n/cm'以下

使用環境温度は、 130゜Cよりも低く、閉じ込め機能への影響はな
し、

評価

中性子照射量は、各材料の機械的特性に変化が認められる値以下

であり、閉じ込め機能への影響はない。

10
[1^内は商業機密のため、非公開とします。
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燃料被覆管

【材質】

ジノレカロイ

部材及び材質 要因

腐食

●腐食による亀裂・破損

主な評価の観点

●熱による亀裂・破損

第4表 MSF-24P型の主要な構成部材及び使用済燃料の経年変化に対する評価について(44)

残留水分が 10wt%以下の不活性雰囲気にある燃料被覆管の酸化量

及び水素吸収量は無視し得るほど小さい⑪。

熱

各部材の材質に対する経年変化に係わるデータ

・熱による経年変化としては、クリープひずみの進行による燃料被

覆管の破損、照射硬化の回復による燃料被覆管強度の低下、燃料

被覆管中の水素化物再配向による燃料被覆管の脆化、及び応力腐

食割れについて評価する必要がある(鋤

・クリープひずみの進行による燃料被覆管の破損については、予測

式に基づく累積クリープひずみが 1%以下となるよう温度を制限

することで防止できる囲。以下に示す燃料被覆管の水素化物再配
向に係る佑邨艮範囲では、累積クリープひずみが 1%を超えることは

ない。

・照射硬化の回復については、国内軽水炉で照射されたP眼照射済

被覆管を用いた照射硬化回復試験の結果では、硬化の回復のしき
い値は、300゜C近傍である(鋤。しきい値以下であれぱ照射硬化の
回復の可能性は小さく、使用済燃料被覆管の温度を制限すること

により照射硬化の回復を防止できる。

・燃料被覆管中の水素化物再配向については、国内の軽水炉で照射

された則R燃料の燃料被覆管を用いた水素化物再配向試験及び機

械的特性試験の結果、燃料被覆管の周方向機械的特性が低下しな

い燃料被覆管の温度が 275゜C以下、周方向応力が 10OMP.以下と求

められており、燃料被覆管温度と周方向応力を制限することによ

つて、機械的特性の劣化を防止できる(認)。
・応力腐食割れについては、燃料棒ぺレットの温度上昇による腐食
性核分裂生成ガスの放出はなく、また、原子炉運転中に燃料棒ぺ

レットから放出されたよう素はヨウ化セシウムとして安定に存在

するととから応力腐食割れが発生する化学的雰囲気となっていな
し、(33)

R買射

●照射による亀裂・破損

使用環境

へりウム雰囲気

設計条件

使用環境温度

-20゜C~215゜C以下

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

ジルコニウム合金は中性子照射量が炉内の中性子照射量(10幻~

10記n/Cが)に対して十分低い場合、照射の影響は無視し得る(認)。

燃料被覆管は、不活性雰囲気が維持される限り、腐食による影響

はなく、亀裂・破損しない。

熱による経年変化要因のうち、燃料被覆管中の水素化物再配向を

防止することにより、他の発生も同時に防ぐことができる。設計

貯蔵期間中の燃料被覆管の温度及び周方向応力は、275゜C及び

10OMP0 を超えないことから、熱による影響はなく、亀裂・破損し

ない。

評価

中性子照射量

101'n/cm2 以下

中性子照射量は、機械的特性に変化が認められる値以下であり、

亀裂・破損しない。

11
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別紙1 中性子遮蔽材の質量減損率について

設計貯蔵期間経過後の中性子遮蔽材の質量減損率の評価を行い、経年劣化を考慮した原子個

数密度を遮蔽解析に用いている。

質量減損率は、劣化パラメータにより次式で表される①。

△ W = 5.69 × 10-4 X E -19.2

ことで、

△W:中性子遮蔽材の質量減損率四湖

E,:劣化パラメータ

E,*T47フ.6 -1貳り)

T:中性子遮蔽材温度(K)

t:中性子遮蔽材加熱時間(h)

貯蔵中は、使用済燃料の崩壊熱量の低下に伴い、中性子遮蔽材の温度も低下するが、設計評

価期間経過後の中性子遮蔽材の質量減損率算定においては、保守的に貯蔵開始直後の中性子遮

蔽材の最高温度が設計評価期問にわたり一定どして質量減損率を算定する。設計貯蔵期間初期

の中性子遮蔽材の設計温度は 135゜Cである。

上記を基にすれぱ、質量減損率は 1.9 %と算定される。遮蔽解析ではこれを切り上げて

2.5 %の質量減損があるとして評価する。

なお、中性子遮蔽材から放出される成分は水が支配的であり、水よりも水素含有率が高いガ

ス成分はわずかである。したがって、遮蔽解析においては、中性子の遮蔽性能を安全側に設定

するため、中性子遮蔽材の質量減損の成分を全て水とし、この質量減損分を遮蔽体として無視

している。

(参考文献)

(1)(財)原子力発電技術機構,「平成

スク貯蔵技林杯寉証試験)報告書」,

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

H年度

(2003)

リサイクル燃料資源貯蔵技術調査等(金属キャ

別紙 1-1
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呂1絲氏 2 緩衝材(木材)の熱による強度低下について

1.熱による強度低下の概要

緩衝材に用いる木材の強度は、高温では減少し、低温では増加する。短期的に木材が高温と

なる場合には木材強度は可逆的であるが、木材を高温で長期間保持すると、不可逆的に強度が

低下する現象が生じる。したがって、緩衝材の温度及び貯蔵期問を基に緩衝材の強度低下量を

評価する。

2 MSF-24P型の緩徑井オ1品度

(注1)最大崩壊熱量の()値は、 MSF-24P型の除熱評価上の入力条件としている設計崩壊熱

量(最大崩壊熱量に対し約 H%保守的な設定)を示す。

別紙2

(注2)

1表緩衝材の温度

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

別紙2-1

[1^内は商業機密のため、非公開とします。
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3.熱による強度低下の算定

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

呂1俳氏 2-2

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。

18



<熱曝露期間算定の保守性について>

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

別紙 2-3

[1^内は商業機密のため、非公開とします。
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<引用文献の適切性について>

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

男1俳氏 2-4

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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4.型式証明申請における[ニ::::^にっいて

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

月1俳氏 2-5

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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5 構造強度評価における強度低下の考慮について

6 後段申請(設置(変更)許可申請)への引継ぎ事項について

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

月1俳氏 2-6

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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項

別紙2

使用済燃料集合体の種類

5表(ν2)使用済燃料集合体の仕様(収納条件)

目

形

状

集

仕

質

全

体

48,000弧Vd/t 型

幅

A型

初期濃縮度

(集合体平均)

長

17× 17 燃料

最高燃焼度

B型

ン、

様

39,00OMwd/t 型

(注1)

約 214 mm

却

A型

収

期

4,2 Wt%以下

糸勺 4100 mm

納

間

約 680 k三

48,00O Mlvd/t

体

平均燃焼度

B型

15年以上

数

(注 1)

(注 2 )

(注 3 )

崩

(注2)

17年以上

最高燃焼度とは、収納する燃料集合体1体の燃焼度の最大値を示す。

平均燃焼度とは、収納する全燃料集合体に対する燃焼度の平均値を示す。

17× 17燃料のうち、最も崩壊熱量の大きい 48,00OMwd/t (A型)が MSF-2Ⅱ型 1

基あたりの平均燃焼度",00OMwd/t まで燃焼後、巧年冷却して 24体収納した場

合の崩壊熱量を基に設定した値。

壊

3.7 Wt%以下

39,00O Mwd/t

量

15年以上

24 体

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

",00O Mwd/t 以下

17年以上

15.8 kW 以下
(注3)

男1俳氏 2-フ
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項

別紙2

使用済燃料集合体の種類

5表(2/2)使用済燃料集合体の仕様(収納条件)

目

形

状

集

仕

質

全

体

48,00OMwd/t 型

幅

A型

初期濃縮度

(集合体平均)

長

15× 15 燃料

量

最高燃焼度

B型

冷

様

(江1)

39,00OMwd/t 型

約 214 mm

却

A型

収

期

4.1 Wt%以下

約 4100 mm

納

間

約 670 kg

48,00O Mwd/t

体

平均燃焼度

B型

15年以上

数

(注 1 )

(注 2 )

(注 3 )

(注2)

17年以上

最高燃焼度とは、収納する燃料集合体1体の燃焼度の最大値を示す。

平均燃焼度とは、収納する全燃料集合体に対する燃焼度の平均値を示す。

15× 15 燃料のうち、最も崩壊熱量の大きい 48,00側Wd/t (A型)が MSF-24P 型 1

基あたりの平均燃焼度 44,00OMwd/t まで燃焼後、 15年冷却して 24体収納した場

合の崩壊熱量を基に設定した値。

壊

3,5 Wt%以下

熱

39,00O Mwd/t

15年以上

24 体

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

",00O M相/t 以下

17年以上

15.8 kW 以下
(注3)

呂1俳氏 2-8
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別紙3

1.概要

MSF-24P 型に収納する

許可基準規則第16条第4項二号(除熱機能)の適合性説明(補足説明資料16-4 「除熱機能に

関する説明資料(上5-95JY213)」参照)において実施した除熱解析モデルを用いて、崩壊熱量の

条件を変更して実施した。なお、17×17 燃料収納時と 15×15 燃料収納時で温度差は殆どない

ため、

における除熱解析条件

2.崩壊熱条件

における除熱解析は、設置

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

男1絲氏 3-2

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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(注)使用済燃料集合体24体分の崩壊熱量を示す。

別紙3

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

1図

軸方向崩壊熱量分布

の使用済燃料集合体(燃料有効音D の

男1絲氏 3-3

[三三ヨ内は商業機密のため、非公開とします。
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